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３ 緒方盆地の屋根並み景観調査

①調査のねらい

「わたしたちの緒方町」（緒方町社会科副読本編集委員会 昭和 54年）によれば、戦後まもない

昭和 25～35 年ごろまで、緒方町の多くの住宅が木造で、屋根は、わらぶき、かやぶき、杉皮ぶき

などであった。昭和 30 年以前の過去の集落景観の写真と現在の集落景観を比較することで、現在

の屋根並み景観に法則性があるのではないかとの仮説のもと、現地調査を行った。

②調査結果の概要

上自在、下自在、上年野、井上地域で、過去の写真と現在の写真を比較し、調査を行った概

要は、下記のとおりである。

・現状も勾配屋根の木造住宅（2階建てが多い）が多い。

・茅葺屋根を改修した屋根は、寄棟（又は入母屋）

が多いのではないかと思われる。

・逆に考えれば、現在、寄棟（又は入母屋）の建

物は、過去、茅葺屋根だった可能性がある。

・また、現在において寄棟（又は入母屋）でない

建物は、昭和 30年以降に新築されたものが多い

のではないかと思われる。

・基本は平面の長手方向が井路と並行になっている。

写真 38 戦前の農家住宅（出典：「わたしたちの緒方町」） 写真 39 農家住宅のプロトタイプ（後藤家住宅）

主屋は直屋（すごや）で「オトシゴンヤ（落

とし小屋）」が、並置屋根は、茅葺を寄棟瓦葺

きに改修している。

切妻 寄棟 入母屋

図 24 建物の型式
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上自在地区

一体一で対応する建物として入楽寺を挙げることができる（矢印）。

昭和 30 年代の写真を見ると、茅葺屋根と瓦屋根が混在している。

昭和 30 年以前は、ほぼ茅葺屋根であったことから、昭和 30 年代において既に瓦屋根（寄棟）

のものは茅葺屋根から改修済みのものではないか。

また、現在の写真を見ると、昭和 30年代以降に新築された建物は切妻など寄棟以外の屋根形

状が多いのではないか。

令和元年（2019 年）の写真

昭和 30年（1955 年）代の写真
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下自在地区

一体一で対応する建物として矢印で指した建物を挙げることができる。

写真の集落が、緒方小学校北側で緒方駅そばであるため、人口集積が進み、写真の手前方向

に開発が進んだことが確認できる。

令和元年（2019）の写真

昭和 30年（1955）の写真
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上年野地区 長瀬橋付近

やや遠めから見ているため、一体一対応で、対応する建物を特定することはできない。

ただし、以下の傾向がある。

①建物の構造は木造のままである。②屋根は傾斜屋根である。

また、以下のことが推測できる。

大正 11 年緒時点で茅葺屋根だった建物が、建替え又は屋根の葺き替えにより、瓦屋根となっ

ている。昨年度調査において、緒方盆地の典型的な農家住宅として取り上げた後藤家住宅は茅

葺を寄棟瓦葺きに改修していた。

なお、長瀬橋は、付け替えられており、2時点で位置が異なる。

令和元年（2019）の写真

大正 11年（1922）以前の写真
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井上地区

やや遠めから見ているため、一体一対応で、対応する建物を特定することはできない。

ただし、以下の傾向がある。

①建物の構造は木造のままである。②屋根は傾斜屋根である。

③手前から、水田、井路、集落、山との空間構造は変わらない。

令和元年（2019）の写真

昭和 18年（1943）の写真
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４ 緒方盆地の建物調査

緒方盆地の建物に関わる現地調査及び文献調査（古地図や古い写真での検索を想定）、並びに地

元住民等へヒアリング調査等を行い、重要文化的景観の建物に関わる構成要素を抽出した。

これらのうち所有者同意を得られたものについては、建物の配置及び建築時期を特定するため

の建物内部調査を行った。

①建物名称：吉良酒造 酒蔵

調査期日：平成 30年 7月 25 日、8月 9日

所在地：緒方町下自在

営業内容：酒造業は、明治 4年の創業で、清酒「丹誠」などを製造。

建築時期：およそ 100 年経過と推定（聞き取り；大工棟梁工藤桂馬の最初の仕事）

敷地内の建物：①酒蔵（上蔵、中蔵、仕込み室、酒母室、麹室）、②倉庫、③店舗、

工作物：煙突

（１）建物の概要

ｲ）上蔵：木造 2階建て 切妻造り瓦葺き 土蔵造り、基礎は石場立て

主屋：1F：酒造場、梁行 約 11.7ｍ（柱間 2間）、桁行 15.6ｍ（柱間 4間）、柱 300 角、

250 角

2F：倉庫、柱間は 1Fに同じ 柱 170～180 角

小屋：和小屋で、（陸梁＋束）型式と（登り梁）型式を、1本置きに架けている。

外周の桁行の柱は、16 間で、柱間寸法は、約 980 ㎜

下屋：主屋の南側に約 4.5ｍ幅の作業スペースに下屋が架けられている

杜氏室：主屋の西側下屋部分は、杜氏室で、便所、宿泊室があるが現在は使用されていない。

ﾛ）中蔵：木造 2階建て 瓦葺き 土蔵造り

上蔵に接続して建築されている。建物の軸は、敷地に沿わせる理由か、上蔵とは偏芯し、

「く」の字状になっている。建築時期は、ほぼ同時代と考えられる。

主屋：1F：酒造場、梁行 約 7.7ｍ（柱間 2間）、 桁行 15.8ｍ（柱間 3間）、柱 200 角

2F：倉庫、柱間は梁行（柱間 2間 一部 3間）、 桁行（柱間 4間） 柱 150 角

下屋：南側に、桁全長に幅 4.3ｍで設けられている

小屋：上蔵と同様の形式。

上記の上蔵、中蔵は、最も古い時期の建築で、ほぼ同時期と推定される。柱、壁の多くの箇所

が、コンクリートブロック壁に改修されている。これらに接続して仕込み室、酒母室、麹室があ

り、一体の建築物になっている。緒方盆地に数件の酒造業が存在した当時の酒蔵の原型を伝える

建物と推定される。

ただし、劣化対応と補強のために、建築時のものから、躯体の多くの箇所がコンクリートブロ

ック造に改修されている。



- 154 -

（２）調査票

(旧状）

■棟 平入・妻入 I 直・鍵・T・ ／ 平入・妻入 I 直・鍵・T・

■屋根 入・切・寄・方 I  鉄・桟・本・草 ／ 入・切・寄・方 I  鉄・桟・本・草

■階数 平屋・中二・本二・ ／ 平屋・中二・本二・

■軒裏 ２F：露・塗込 I 上塗 I １F：露・塗込 ／ ２F：露・塗込 I 上塗 I １F：露・塗込

■外壁１・２F 真・大（荒・漆喰・モ・板）＋鉄 ／ 真・大（荒・漆喰・モ・板）＋鉄

■側壁１・２F 真・大（海鼠・モ・縦板・簓板） ／ 真・大（海鼠・モ・縦板・簓板）

■腰壁 １F 真・大（荒・漆喰・モ・板）＋鉄 ／ 真・大（荒・漆喰・モ・板）＋鉄

■柱間 １F 蔀＋大戸・ガ戸 I 出・平格子  I 戸袋 ／ 蔀＋大戸・ガ戸 I 出・平格子  I 戸袋

■柱間 ２F 鉄＋シ・板＋ガ I 格子I戸袋 ／ 鉄＋シ・板＋ガ I 格子I戸袋

■二階窓 水切庇・繰型・手摺 ／ 水切庇・繰型・手摺

■小屋組 叉・垂・和（束・梁）・登・ ／ 叉・垂・和（束・梁）・登・

■基礎 玉石・割石・切石・ｺﾝI布礎I土台 ／ 玉石・割石・切石・ｺﾝI布礎I土台

建造形式（現状）

1Fのみトタンで被覆改修

●寸法・柱幅: ミセ【 1F 300  ２F200 面内:    】

■太柱幅【面内    : 場所    ]  ●柱間:2間【     場所:      】

■上蔵 【 lF(階高 3470) 2F (梁下までの高さ2230 )]

■指物断面【 ・ 】 ■床梁断面【H180～270程度】・根太断面【 H70程度 ・    】

 ■長押断面【    ・     】●床の間奥行【     】●   【     】

●材種【ミセ柱( 堅木？   )ザシキ柱(     )大黒柱（    )差物(    ) 梁 ( 松  ) 】

材料は、製材品の角物以外に、屈曲の大きな梁、太鼓落しの垂木、面が落ちた柱材を使用

質実な建物
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写真 40 吉良酒造 調査写真 1
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写真 41 吉良酒造 酒蔵 調査写真 2
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図 25 吉良酒造 １階平面図

図 26 吉良酒造 断面図
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②建物名称：三代邸

調査期日：平成 30年 10 月 25 日

所在地：緒方町下自在

建築時期：およそ 100 年以上経過と推定（聞き取り：祖父が建築）

1985 年の大分合同新聞の紹介記事では、「80数年たつ」としている。

敷地内の建物：①主屋、②離れ（かつては畜舎・農業用倉庫で、地階はこの地で「オ

トシゴンヤ（落とし小屋」と呼ぶ堆肥舎）（W2F、一部 BF）③蔵（W2F）、④離れと蔵

との間の車庫（S1F）

（１）建物の概要

上井路に面し約 40ｍの長さに築かれた高さ 2ｍほどの石積みの擁壁と、およそ 1.5ｍ幅の水

路に架けた石造の水路橋が印象的な農家住宅。かつては周辺の宅地と同様に水路に近い地盤高

であったが、現在の建物への建替えにあたって建物背面の北側の崖（溶結凝灰岩）を削り石垣

を積み地盤を嵩上げしたとのこと。農家の時代（現在の当主は、元教師）に建築した農家住宅

であるが、武家住宅のように式台付きの玄関を有し、扇垂木とするなど、高水準の仕様の住宅。

また、敷地内の建物は、近年に増築された「離れと蔵との間の車庫」を除き、主屋と同時期ま

たは、それ以前と推定される。

（２）配置

敷地西側に主屋を置き、東側に旧畜舎・農業用倉庫と蔵を置く。主屋への経路は、昔は、水

路橋を渡り西向きに水路と並行な斜路を設け式台付き玄関に至っていた。座敷前の庭は漆喰塗

りの土塀によりアプローチ部分と区画している。

ｲ）建物の概要

主屋：居宅 木造 1階建て 寄棟造り瓦葺き 土塗り壁漆喰塗り

1F：座敷、玄関広間、居間、台所・食事室、土間、和室 3室、便所、浴室、倉庫（約 195 ㎡）

2F：未調査（約 100 ㎡）

ﾛ）主屋の外回りの特徴

a)式台付き玄関の寄棟屋根の軒及び主屋の隅角部の 2F の軒は扇垂木とし、1F は和垂木とする

手の込んだ構成である。

b)土間の前面の軒は、せがい軒型式で、出は約 2ｍと長く、この地で「壁なし」と呼ぶ農家住

宅の特徴を備えている。

c)式台付き玄関と土間西側の和室の外部建具は、障子と雨戸のみで、サッシに改修されず、建

築当時のままと推定される。

（３）主屋の内装の特徴

ｲ）座敷 主屋と南西部に位置し、外部に廊下が周る。柱寸法 140 角、柱間は 1.85ｍの 8畳で、

北側に、書院付き本勝手の框床を配する。床の右手は仏間とする。砂壁で、竿縁天井。

西の隣室との小壁は、透かし彫り欄間とし、襖で仕切る。それ以外の区画は、障子とする。
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座敷をはじめ主な部屋の柱、長押、鴨居などは、黒く塗られている。後に塗装をしていると思

われるが、そもそもは黒漆塗の可能性がある。土間の舞良戸は、主人によれば、漆塗りである

とのこと。また、桟部分の手の込んだ細工などから高級な仕様であることが推測される。

ﾛ）廊下 主屋の南西の廊下は、天井を貼り、竿縁を２本対にしている。北側の天井はなく、垂木、

野地板はあらわしである。

ﾊ）土間、居間、土間西の部屋は、大引天井としている。台所・食事室の小屋梁は、あらわしとな

っているが、その後の改修によると思われる。
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写真 42 三代家建物を紹介する大分合同新聞
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写真 43 三代家建物 調査写真 1
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写真 44 三代家建物 調査写真 2
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写真 45 三代家建物 調査写真 3
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図 27 三代家建物 配置図
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図 28 三代家建物 １階平面図
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③緒方盆地の農家住宅の特徴

（１）「オトシゴンヤ（落とし小屋」

緒方盆地の基本的な土地利用は、盆地中央に緒方川が東に流れ、川の左右の河岸段丘の段丘面

に水田があり、段丘崖の傾斜地に集落が立地している。上井路開発では、段丘崖の裾に新たに水

路を通し、新設水路より標高の低い土地にあった畑地と集落を段丘崖に移転している。そのため、

農家住宅の多くは、水路より標高が高い斜面地に建っている。

この敷地条件を活か）し、農耕に必要な牛馬の飼育とその糞を堆肥に利用するための建物が、

「オトシゴンヤ（落とし小屋）」と呼ぶ 2層型式の「畜舎・堆肥舎」である。

上層は、主屋と同じ地盤の高さで、木造の牛馬舎とし、下層は、切り石積みの壁または擁壁で

囲み、室の壁の上部を 30cm 角程度の開口とし、上層から牛馬の糞を落下させる。

糞は、もみ殻、藁と混ぜて、堆肥とする。下層は、堆肥の搬出のために、道に面する側には壁

を設けない。立地条件に応じて、2面以上を開ける例も多い。

現在は、牛馬は耕運機に代わり飼育されていないため、畜舎は、倉庫は居室に代わり、堆肥舎

も倉庫や車庫に代わっている。

悉皆調査は行っていないが、この建築形式は、緒方盆地全体では、100 を下らない数が存在し

ていると思われる。

ｲ）「壁なし」

雨天時等の農作業の空間として、軒の出を深くする型式が一般的に見られる。いわゆる「せが

い軒」型式の軒である。主屋のほか、倉庫も同型式としたものがあり、軒下は、薪、農具置きに

使われる。

ﾛ）「農家住宅のプロトタイプ」

原尻集落には、昭和初期頃までの緒方盆地の農家住宅の「祖型」の一つと想定される住宅が現

存している。主屋は直屋（すごや）で、「落とし小屋」が必ず並置される。

後藤家住宅は、その典型で、主屋の内部空間は、大きく改修されることなく、土間の台所にか

まどが現存している。屋根は、茅葺を寄棟瓦葺きに改修している。

ﾊ）文献による農家住宅の特徴について

「緒方町の民俗」（昭和 53年 北九州大学民俗研究会 ／編 ）がまとめられている。前項まで

の記載の理解を深めるために、関連する主な事項を転載する。

1. 建物・屋根

① 建物配置

屋敷内には、母屋、ウマヤ(厩)、蔵、カワヤ(便所)などを配置する。母屋はほとんどが

南向きに建てられている。ウマヤは座敷の反対側で、勝手口から便利の良い所に建てら

れた。母屋の前の庭をツボとよび、もみ干しをはじめ穀物の調整などをおこなった。

② 家のつくり

母屋のつくりは、棟がまっすぐの直屋がほとんどで平屋である。

大きさはまちまちであるが、上畑では奥行きが四間(約七．二メートル)で間口が六聞の

四六の家が多かったという。
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③ 屋根

屋根の形には、切妻や入母屋、寄せ棟がある。材は、茅や小麦カラを使う場合が多かっ

た。

茅は、共有地の茅切り場で刈り、毎年一軒ずつ順番で葺き替えをした。

④ ウマヤ

母屋とは別棟で、牛馬を飼育するためのウマヤがあった。ザシキの反対側に建てられる

のが普通である。牛馬のほかに、堆肥や農機具の保管場所でもあった。

⑤ クラ（蔵）

母屋、ウマヤとともに、蔵を持つ家もあった。

蔵は土壁で、物置場でもあり食料庫でもあった。

2. 間取りと部屋の機能

① 間取り

整型四間取り(田の字型)が基本だが、五間取りや六間取りの家もある。四間取りの場合、

ニワ(土間)を広く取り、その横にナイシヨ(茶の間)とヒロマ(広間)を配置、さらにその

横にナンドとザシキを配置する。

五間取りでは、四間取りのナンドが二つに分かれ、六間取りになると、五間取りに板の

間などもう一部屋加わった型になる。

② ニワ

ニワは土聞のことであり、大抵十畳以上の広さがあった。ニワは、作業場であり炊事場

でもあった。

ニワの前の方が作業場で、ワラ仕事や穀物の調整をおこなった。ここには臼やワラ打ち

石、ムシロ機などが置かれた。

ニワの後ろ部分が炊事場で、クド(竈)が設置され、ハンド(水瓶)や味噌桶が置かれてい

た。ここに味噌部屋や米蔵を造る家もあった。

3. 室内の設備

① クド(竃)

煮炊きをするかまどのことをクドといいニワに設置する。焚き口は入口の方に向ける。

やかんをかけるくらいの小さなクドを持つこともあった。味噌炊きなどをするため、ク

ドとならんで、大釜を備え付けた所を別に持っている家もある(鮒川)。場所によっては、

これをカマドということもある(上畑)。また、冠婚葬祭のときに仮設のクドを設置する

場合もあった。

写真 46 原尻の農家建物 調査写真１

オトシゴンヤ（落とし小屋）
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写真 47 原尻の農家建物 調査写真 2
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壁なし

写真 48 原尻の農家建物 壁なし調査写真
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農家住宅のプロトタイプ

写真 49 原尻の農家建物 住宅のプロトタイプ写真
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５ 文化財及び文献等に掲載されている建築物

①国登録有形文化財

建物名称：旧緒方村役場庁舎

所在地：緒方町馬場 574

登録年月日:平成 9年 5 月 7 日

『昭和 7(1932)年 4 月 1 日に緒方村と南緒方村が合併し、その記念として緒方村役場庁舎が新

築された。昭和 33(1958)年からは緒方町公民館として使用、昭和 40(1965)年から平成 4(1992)

年までは、竹田直入医師会立豊西准看護学院として使用された。旧庁舎は、正面八間、側面六

間半の木造二階建・半切妻屋根・洋風瓦葺。玄関天井と二階議場天井部分には菊花型の石膏レ

リーフがあしらわれ、西洋風の雰囲気を醸しだしている。』（豊後大野市 HP より）

②調査文献掲載建物

建物名称：三宮八幡社

所在地：緒方町大字上自在 414（字恵良）

文献：大分県の近世社寺建築緊急調査報告書 / 大分県教育庁管理部化課編集

拝殿 桁行三間 梁行二間 入り母屋造 千鳥破風付き、向拝一間、軒唐破風付 桟瓦葺

文化 12 建立 明治 43 修理（棟札）

本殿 三間社流造 銅板葺

文化 12 建立 明治 43 修理（棟札）

※一宮八幡社、二宮八幡社、三宮八幡社については、別に詳細調査を実施した。「第 4節 2 緒方盆地の主

要な神社」を参照。
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写真 50 文化財及び文献等に掲載されている建築物


